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1. 研究背景・目的 

近年、交通結節点である駅周辺空間や中心市街地などに

おいて再開発が行われる中で一定の広がりを持った地区

の都市開発の指針として、歩行者空間の整備を誘導する

ことで歩行者の安全を確保するとともに街への回遊性を

高める魅力的なまちづくりを目指す取り組みが進められ

ている。特に渋谷駅周辺地区は谷地形を生かしたまちづ

くりによって歩行者ネットワークの形成が重視され、駅

直結の大型複合施設の歩行者専用空間である貫通通路に

よって歩行者は建物内を通り抜けて街と接続されるよう

に開発されている。このように歩行者ネットワークの形

成において歩行者専用空間は「街の人々が歩きやすいま

ち」を形成する上で非常に重要であり、街においてどの

ような役割を果たしているかを知ることは今後の歩行者

専用空間を考える上での知見になると考える。 

本研究では「渋谷駅中心地区まちづくり指針 20101)」の

策定から現在に至るまでに完成された渋谷駅周辺の大型

複合施設に着目し、街への回遊を高める移動利用の目的

として設けられた貫通通路が通行や移動以上の魅力とし

て賑わいをもたらす滞留要素や空間があるのではないか

と仮説を立て、通路内外の空間変化と設えの影響、滞留

活動を調査することで明らかにする。これら実態を明ら

かにすることで今後のより良いまちづくりにおいてより

有効的な歩行者専用空間を創出する上での知見を得るこ

とを目的とする。 

2. 研究対象地の概要と選定 

2.1 研究対象地の選定 

渋谷駅周辺では東急グループが掲げる大規模大型複合

施設 2)のほか、「MIYASHITA PARK」や「渋谷パルコ」など

同時期のリニューアルや近年完成した複合施設がある。

このうち 2021 年までに完成済みである 7 つと渋谷パル

コから研究対象とする商業施設を取り上げる。 

歩行者専用空間のある階を新建築や HP から図面・フ

ロアマップを参照し図式化することで広場空間や歩行者

専用空間、施設内や店舗出入り口、空間の設えなどを示

し対象となる複合施設を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

（図 2-1 対象建築の

分布） 

（図 2-2 公共歩廊例と貫通通路例） 

対象建築物は街区に沿って回廊のように設置され、移動

の屈折点として利用される「公共歩廊型歩行者専用空間」

と駅や道路から街区に対して建物内部を貫通し、直線的

に利用される「貫通通路型歩行者専用空間」に分けるこ

とができる。貫通通路型は鈴木の研究 3)において貫通通

路は「敷地内の屋外空間を通り抜け、かつ、道路、公園

等を相互に連結する歩行者専用通路として整備された空

地」と定義されている。 

2.2 対象建築に関して 

駅や道路から街区に対して建物内部を貫通し、直線的

に利用される「貫通通路型歩行者専用空間」に着目し、

貫通通路の特徴が大型複合施設に現れている「渋谷ヒカ

リエ」「渋谷ストリーム」「渋谷パルコ」「渋谷キャスト」

を対象地として選び、調査を行う。 

（表 2-1） 

表 2-1 で示した 4 つの貫通通路型の歩行者専用空間は

駅直結の商業施設でデッキによる接続の貫通通路と駅か

ら離れ道路空間と接続している貫通通路に分けることが

でき、各空間での相違点や共通点を明らかにする。 

3. 研究方法の概要 

建物内における空間の分類は実測データをもとにした

「空間の大きさ」により行う。（※1）「テナント」や「交

通要素」、「滞留要素」の数を実際の空間から抽出して数

を比較する空間と設えの調査と利用者のアクティビティ

として「滞留行為」と「移動行為」に着目した活動調査

を行う。 

（図 3-1:移動・滞留要素の 

断面構成把握の例示と要素一覧） 

施設名 道路（公道）公園（広場）⼆階デッキ空間 アーバンコアの有無
渋⾕ストリーム △ ○ ◎ ○ × 接続していない

渋⾕ヒカリエ ○ × ◎ ◎ △ 間接的に接続している

渋⾕キャスト ◎ ○ × × ○ 1箇所

渋⾕パルコ ◎ ○ × × ◎ 2箇所以上もしくは貫通通路内にある
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（図 4-1 調査凡例） 

 

4. 調査分析と考察 
4.1 建物ごと調査結果 

10月、11月は空間調査を行い空間の分類、設えの把握、

各建物のそれぞれの空間での断面構成図の作成。活動調

査は 12 中旬から 1月上旬にかけて平日・休日の 10 時か

ら 17 時間で 1 時間に 1 回活動を記録し、結果は両日の

合計値として図に示した。(図 4-2) 
渋谷ストリームでは建物全体で歩行者行動が移動メイ

ンとして通路に現れており、これは周辺との接続性や点

在するエスカレーターや階段などによって建物全体とし

て移動の空間要素が多く存在することが影響している。          
また、テナントを歩行者専用通路に面して配置し、リー

スラインを設けて滞留空間を通路に創出している飲食店

舗周辺では滞留の発生が多く見られた。  
他の 3 施設に対しても同様の方法で結果を示している。 

4.2 考察 

貫通通路における利用者の滞留場所に着目すると、貫

通通路前広場（渋谷キャスト、渋谷パルコ）や貫通通路

内部の施設出入り口での滞留が多く見られた。空間要素

が与える影響としては通路幅や天井高さよりも案内板や

植栽、ベンチなどの設えがあることで人の滞在利用が促

されていることがわかる。貫通通路の外部空間での人の

アクティビティには「スマホ・立ち止まり」「会話」が目

立ち、内部空間では「会話」が主な用途となっている。 

（図 4-3 駅直結型におけるアクティビティの変化と密度） 

（図 4-4 駅から離れた貫通通路のアクティビティ変化と密度） 

（図 4-2 渋谷ストリーム  調査事例） 

駅直結の歩行者専用空間（渋谷ストリーム、渋谷ヒカリ

エ）と駅から離れた歩行者専用空間（渋谷キャスト、渋

谷パルコ）には利用者に対して類似する活動と相違する

活動が見られた。 

類似点：両端接続先付近においてデッキや街路問わず

滞留が行われていないこと。 

相違点：滞留者の割合の変化が異なる。駅直結におい

ては滞留活動が目立つ空間は少ないが、駅から離れた貫

通通路では滞留活動が目立つ空間があり、貫通通路前の

広場と、内部空間の施設出入り口において滞留が発生し

ていることがわかる。 

また各空間の歩行者の密度（※2）に着目すると「渋谷

ヒカリエ」「渋谷パルコ」で 1.0 人/㎡以上の高い値とな

っているが、密度が高いエリアでの相対的な滞留の多さ

は見られなかった。 

5. 総括 
駅と接続するように計画された駅直結型の貫通通路（渋

谷ストリームや渋谷ヒカリエ）においては人の滞留が貫

通通路の内部で現れ、駅周辺のグランドレベルには見ら

れない、人が安全に移動・滞留できる空間が二階デッキ

空間と貫通通路の連続により生まれている。二つの街路

をつなぐ街中の貫通通路（渋谷キャストや渋谷パルコ）

は人の滞留が貫通通路周辺で現れる結果となっている。

接続する歩行者道路などからの滞留利用も発生するため

に貫通通路とその道路の間に広場空間を設けたことで人

の滞留を創出した。こうした貫通通路による滞留の発生

は、周りへの賑わいの波及につながっており、エリアの

回遊性向上に有効と考えられる。 
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注1) 空間の調査は新建築図面と各 HP を参照し著者の実測による 

注2) 両日の利用者の合計を各空間の大きさで割った値（人/㎡） 
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